
１ 水生植物の繁茂状況

水産試験場諏訪支場調査
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◇◇◇◇ヒシはヒシはヒシはヒシは例年例年例年例年、、、、承知川河口域承知川河口域承知川河口域承知川河口域～～～～諏訪市湖畔公園諏訪市湖畔公園諏訪市湖畔公園諏訪市湖畔公園、、、、新川河口域新川河口域新川河口域新川河口域にににに多多多多くくくく繁茂繁茂繁茂繁茂。。。。

◇◇◇◇ヒシヒシヒシヒシ以外以外以外以外でででで群落群落群落群落がががが確認確認確認確認されたのはされたのはされたのはされたのは７７７７～～～～８８８８種種種種。。。。うちうちうちうち最最最最もももも分布域分布域分布域分布域がががが広広広広かったのでエビモかったのでエビモかったのでエビモかったのでエビモ。。。。

◇◇◇◇豊田沖豊田沖豊田沖豊田沖のののの自然植生区自然植生区自然植生区自然植生区はははは、、、、特特特特にににに水生植物水生植物水生植物水生植物のののの多様性多様性多様性多様性がががが高高高高いいいい場所場所場所場所であるであるであるである。。。。

ヒシヒシヒシヒシ以外以外以外以外のののの浮葉浮葉浮葉浮葉、、、、沈水植物群落沈水植物群落沈水植物群落沈水植物群落のののの分布分布分布分布

最大繁茂時期最大繁茂時期最大繁茂時期最大繁茂時期のヒシののヒシののヒシののヒシの分布分布分布分布

第２回「諏訪湖環境改善に係る専門家による検討の場」第２回「諏訪湖環境改善に係る専門家による検討の場」第２回「諏訪湖環境改善に係る専門家による検討の場」第２回「諏訪湖環境改善に係る専門家による検討の場」 資料４（抜粋）資料４（抜粋）資料４（抜粋）資料４（抜粋）
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２ 諏訪湖内の水草分布の変遷

◇◇◇◇1911191119111911年年年年にはセンニンモにはセンニンモにはセンニンモにはセンニンモ、、、、ホザキノフサモがホザキノフサモがホザキノフサモがホザキノフサモが優占優占優占優占しししし、、、、水草水草水草水草のののの生育限界水深生育限界水深生育限界水深生育限界水深はははは4m4m4m4mであったがであったがであったがであったが、、、、1949194919491949年年年年にはにはにはには

クロモクロモクロモクロモ、、、、ササバモササバモササバモササバモ、、、、セキショウモがセキショウモがセキショウモがセキショウモが優占優占優占優占しししし、、、、水草水草水草水草のののの生育限界水深生育限界水深生育限界水深生育限界水深はははは2.5m2.5m2.5m2.5mにににに後退後退後退後退。。。。

◇◇◇◇1972197219721972年以降年以降年以降年以降のののの水草水草水草水草はははは、、、、水深水深水深水深2m2m2m2m以浅以浅以浅以浅のののの狭狭狭狭いいいい範囲範囲範囲範囲にににに限定限定限定限定。。。。沈水植物沈水植物沈水植物沈水植物はははは減少減少減少減少しししし、、、、浮葉植物浮葉植物浮葉植物浮葉植物であるヒシやであるヒシやであるヒシやであるヒシや

ササバモがササバモがササバモがササバモが主要種主要種主要種主要種にににに替替替替わったわったわったわった。。。。

◇◇◇◇水生植物水生植物水生植物水生植物のののの生育面積生育面積生育面積生育面積はははは、、、、1911191119111911年年年年はははは3.8km3.8km3.8km3.8km
2222

、、、、1949194919491949年年年年はははは2.9km2.9km2.9km2.9km
2222

、、、、1976197619761976年年年年はははは0.6km0.6km0.6km0.6km
2222

とととと減少減少減少減少。。。。

◇◇◇◇生育限界水深生育限界水深生育限界水深生育限界水深のののの浅化浅化浅化浅化やややや生育面積生育面積生育面積生育面積のののの縮小縮小縮小縮小はははは、、、、アオコのアオコのアオコのアオコの発生発生発生発生によるによるによるによる透明度低下透明度低下透明度低下透明度低下やややや浚渫浚渫浚渫浚渫がががが原因原因原因原因とされているとされているとされているとされている。。。。
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３ 諏訪湖内の水草分布の変遷
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４－５－１ 流入汚濁負荷量（平成23年度）

◇◇◇◇COD負荷量の負荷量の負荷量の負荷量の94％、％、％、％、T-N負荷量の負荷量の負荷量の負荷量の90％、％、％、％、T-P負荷量の負荷量の負荷量の負荷量の78％が非特定汚染源からの負荷％が非特定汚染源からの負荷％が非特定汚染源からの負荷％が非特定汚染源からの負荷

（参考（参考（参考（参考 H18年度の非特定汚染源負荷割合年度の非特定汚染源負荷割合年度の非特定汚染源負荷割合年度の非特定汚染源負荷割合 COD：：：：93％、％、％、％、T-N：：：：88％、％、％、％、T-P：：：：84％）％）％）％）
◇平成◇平成◇平成◇平成23年度の負荷量は、年度の負荷量は、年度の負荷量は、年度の負荷量は、COD,T-N,T-Pいずれも平成いずれも平成いずれも平成いずれも平成18年度の負荷量より少なくなっている年度の負荷量より少なくなっている年度の負荷量より少なくなっている年度の負荷量より少なくなっている

（参考）

H18負荷量：3,787kg/日
（参考）

H18負荷量：1,088kg/日
（参考）

H18負荷量：80.1kg/日
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４－５－２ 諏訪湖における非特定汚染源負荷（COD)

○ＣＯＤの推移

最近の非特定汚染源（農地系、市街地系、自然系）負荷量の割合は全体の約９割にのぼる。

▶非特定汚染源負荷量割合

平成平成平成平成23232323年度年度年度年度 93.993.993.993.9％％％％ 平成平成平成平成28282828年度年度年度年度 95.595.595.595.5％（％（％（％（見込見込見込見込みみみみ））））
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４－５－３ 諏訪湖における非特定汚染源負荷（T－N)

○全窒素の推移

最近の非特定汚染源（農地系、市街地系、自然系）負荷量の割合は全体の約９割にのぼる。

▶非特定汚染源負荷量割合

平成平成平成平成23232323年度年度年度年度 90.090.090.090.0％％％％ 平成平成平成平成28282828年度年度年度年度 93.493.493.493.4％（％（％（％（見込見込見込見込みみみみ））））
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４－５－４ 諏訪湖における非特定汚染源負荷（Ｔ－Ｐ）

○全りんの推移

最近の非特定汚染源（農地系、市街地系、自然系）負荷量の割合は全体の約８割にのぼる。

▶非特定汚染源負荷量割合

平成平成平成平成23232323年度年度年度年度 78.478.478.478.4％％％％ 平成平成平成平成28282828年度年度年度年度 83.883.883.883.8％（％（％（％（見込見込見込見込みみみみ））））
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４－５－５ 非特定汚染源の原単位

○過去計画策定時の原単位

▶第1期

▶第2～5期

▶第6期
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４－６－１ 非特定汚染源対策

◇◇◇◇諏訪湖に流入する汚濁負荷量の約９割が農地、山林市街地といった非特定汚染源からの流入のため、諏訪湖に流入する汚濁負荷量の約９割が農地、山林市街地といった非特定汚染源からの流入のため、諏訪湖に流入する汚濁負荷量の約９割が農地、山林市街地といった非特定汚染源からの流入のため、諏訪湖に流入する汚濁負荷量の約９割が農地、山林市街地といった非特定汚染源からの流入のため、

これらの非特定汚染源からの汚濁負荷量削減のための対策を実施これらの非特定汚染源からの汚濁負荷量削減のための対策を実施これらの非特定汚染源からの汚濁負荷量削減のための対策を実施これらの非特定汚染源からの汚濁負荷量削減のための対策を実施

43



４－６－２ 他の湖沼における非特定汚染源負荷対策

①市街地対策

水大気環境課調べ
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４－６－３ 他の湖沼における非特定汚染源負荷対策

②農地対策

水大気環境課調べ
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４－６－４ 他の湖沼における非特定汚染源負荷対策

③自然地域対策

水大気環境課調べ

④その他対策（参考）

水大気環境課調べ
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